
　川崎市は大正13年に約５万人の市として誕生し、戦後の高度経済成長

期における急速な人口増加を経て、政令指定都市となった直後の昭和48

年には100万人を超え、平成29年４月には150万人を突破しました。そ

して、令和元年５月には152万6,630人と、神戸市の人口を上回り、新し

い時代の幕開けとともに６番目に大きな都市へと成長しました。

　令和２年は、５年に一度の国勢調査が実施され、1920年（大正９年）に

国勢調査が我が国で初めて行われて以来、ちょうど100年となる節目を迎

えました。国勢調査は我が国の最大にして最も重要な統計調査であり、本

市の市政運営を進める上での基礎資料として大変重要なものです。調査に

関係された皆様に厚くお礼申し上げます。

　この「統計データブック」は、「川崎市統計書（令和２年版）」及び「大

都市比較統計年表（令和元年）」などから、市民生活に関わりが深い統計

情報を引用して体系的に整理し、グラフや解説を加えて分かりやすく編集

しています。

　本冊子を通して、多くの皆様に本市の現況について理解を深めていただ

ければ幸いです。

令和３ （2021） 年10月

川崎市長

発刊に当たって
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利用上の注意

端数処理の関係上、各数値の総数と内訳の合計が一致しない場合があります。

統計表中の符号の用法は次のとおりです。

「０」、「０．０」……単位未満

「―」……皆無又は定義上該当数字がないもの

「▲」……マイナス又は比較減を表わす

「Ｘ」……該当数字はあるが発表を差し控えたもの

「…」……数字が得られないもの
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